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                 暑中お見舞い申し上げます 
                

皆様、暑さ厳しい折柄、お変わりございませんでしょうか。 

屋内にいても熱中症にかかる方が多いそうです。特に高齢になりますとの

どが渇いたと感じるのが遅くなるらしいです。のどが渇く前に小まめに水分

を補給し、室温を適切に調整するのが大切らしいので気を付け下さい。 

さて、この度『イシモトかわら版 架けはし』の第 7 号を発行させて 

頂きました。今回のテーマは納骨式についてご紹介を 

させて頂きます。 

 

神戸市立鵯越墓園随時募集について （鵯越墓園の再貸付区画の再募集） 

● 平成 29年 9月上旬より 12月末日(無くなり次第終了)まで受け付け 

● 募集初日の申込み対象者は平成 29年度春募集の落選者及び補欠当選者のみ 

● ２日目以降は一般の方の随時募集となります 

   申込み資格について 

申込み日を基準日として６か月以上継続して、神戸市内に住所を有する方（住民登録をしている方） 

使用許可を受けた日から３年以内に墓碑等を建立できる方。 

当初使用料を納付期限までに一括納入できる方。 

今回の募集では４月の募集に入っていなかった地区も貸し出しされる予定です。詳細については 

お問い合わせ下さい。現地案内もさせていただきます。 
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1、参列予定者の都合も考慮し納骨式の日時をお寺様（宮司様、神父様）等と打合せ致します。 

●納骨式にお寺様や宮司様の立会がない場合はご家族にてご相談下さい。また、当日お参り

をして頂けるお寺様等が居られない場合はご相談下さい。ご紹介致します。 

2、納骨日時が確定すれば参列予定者へ連絡し当社イシモト（納骨作業等での立会や戒名彫刻等

が必要な場合）へ依頼をお願い致します。 

3、納骨等の依頼を頂きますと当社担当者が現地を確認致します。 

  ●その際お墓のリフォームや戒名の彫刻が必要な場合、当社よりご提案致します。（戒名等

の彫刻は約 3週間、石材の新設（花立石新設等）には一ヶ月以上かかる場合も多いです。 

4、墓地管理者へ各種届け出が必要になります。（手続きのお手伝いはさせて頂きます） 

  

  文字の彫刻やその他の工事 施工届、完成届、場所確認書など（神戸市営墓地の場合） 

 

納        骨        埋葬届（死体埋火葬許可証の本状添付） 

    

名義人が亡くなったとき      使用権承継申請（謄本や印鑑証明添付） 

 

5、納骨日が近づきましたら是非一度お墓にお参りをして下さい。 

             

墓地の雑草やゴミを取り除き、お墓を綺麗に清掃して清めます。 

 

本来ならばご家族様でお掃除をして頂くのが 

一番の供養となりますが事前に墓参が出来ず 

気になる場合は当社の墓参代行サービスを 

ご利用下さい。 

 

大切な人を亡くされ、葬儀や法要を済ませますと次に考えなければいけないのが納骨式につい

てです。お墓をお持ちの方は百ヶ日等の法要に合わせて早めにされる方が多いですが、一周忌ま

でご自宅でお祀りされる方も居られます。特にいつ、納骨するのが良いとかは御座いませんので

ご家族様でご相談頂き、都合の良い日を選んで頂ければ良いかと思います。それでは納骨式の事

前準備から当日の流れまでをご紹介させて頂きます。 



個性豊かで色とりどりな骨壺 

 

       

 

 

1、 四十九日や百ヶ日あるいは一周忌などの法要と同日に納骨法要を行う場合は先にお寺や自宅などで

法要を執り行い、その後墓地にて納骨法要を行います。しかしお寺様によっては納骨法要のみの予定

でも先にご自宅などに出向かわれ、お仏壇で読経をされてから墓地に向かわれる事もございます。 

 

2、前日までにお墓参りが出来ていない場合は納骨前にお墓の周囲の雑草やゴミを掃除致します。 

 

3、墓前にお供え物を致します。お供えの内容は特に決まりがない事が多く、各宗派宗旨にあったお花(色

花、榊、しきみ等)と供物（果物やお菓子、お饅頭等）、線香、ローソク等です。その他、仏様がご生

前お好きだった物などをお供えして頂いても良いかと思います。（当社にて供物一式を準備することも

可能です。ご相談下さい。） 

 

4、納骨室の入り口の石を取り外し、納骨致します。墓地の広さやお墓の構造によりお供えより先に納骨

をする場合も良く御座います。納骨の仕方は壺のままお納めする場合と土に還るように木綿などで出

来た晒の納骨袋に移し替えて納める場合が御座います。すでに納めているご先祖様と同じように納め

る方も多いですが事前にご家族で相談しておいて下さい。また、斎場でセットになっていた白無地の

骨壺から故人様に似合った個性豊かな壺に移し替えることも可能です。（事前購入が必要ですのでご相

談下さい。） 

 

ご先祖様のお骨で納骨所内が 

すでに一杯になっている場合は事

前に散骨整理を致します。 

壺からお骨を取り出し納骨所内に

蒔いてから新しい砂を被せて整地

をすれば綺麗になります。 

 

5、お寺様（宮司様、神父様）等による読経（祝詞、聖書朗読）と参列者のご焼香（玉串奉奠、献花）等

をして頂き納骨式は終了となります。 

 

6、所要時間は２０～４０分前後で、服装は納骨式のみなら平服で参列される方も多いです。 

 

7、ほとんどの場合、雨天決行いたします。（台風等荒れる場合は順延もございます） 

 雨の場合はお寺様がゆっくり入れる程度の大きめのパラソルを係の者がご用意いたします。 

 

以上が一般的な納骨法要です。しかしこれは宗旨、宗派、あるいはその土地の風習によっても作

法は変わりますので事前に確認して頂く方がよろしいかと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納 骨 袋

 

また、最近ではお骨を少量取り分け自宅でお祀りをされたり、アクセサリーと共に肌身に付け 

て故人を偲ばれる方も増えてきております。その際に必要となる容器やアクセサリー等も色々 

とございます。当社でも多数取り扱っておりますのでお気軽にお問い合わせ下さいませ。 

 

別紙にて手元供養のチラシを入れさせて頂いております。全ての商品が手元供養品で容器内にお骨を保存で

きる構造となっております。 



イシモト 

線香引き換えクーポン 
 

このクーポンと引き換えにお参り用

のお線香１束と交換させて頂きます 

有効期限 平成 29 年９月末日 

 

石元石材工業株式会社 本社 

0120-82-1410 
石元石材工業㈱ 鵯越支店 

078-691-7174 
線香の引き換えは本社及び鵯越支店でもさ

せて頂きますのでお参りの際に是非お立ち

寄り下さいませ。 

寺院墓地情報 

西区潤和の寺院墓地 

  市営地下鉄伊川谷駅より    

 車で１５分 

北区山田町の寺院墓地 

神鉄箕谷駅より 車で５分   

兵庫区三川口町の寺院墓地 

ＪＲ兵庫駅より 徒歩８分   

垂水区舞子墓園内の寺院墓地  

JR 垂水駅より バスで 15 分 

詳細はお問い合わせ下さいませ。 

 

 

 

こ
の
度
、
二
回
目
の
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
事
務
の
廣
川
（旧 

安
井
）で
す 

今
回
は
、
私
の
体
験
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
」と
い
う
病
気
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

私
は
約
９
年
前
の
３
８
歳
の
時
に
こ
の
病
気
に
な
り
、
凄
い
痛
み

で
仕
事
に
支
障
を
き
た
し
、
そ
の
当
時
の
仕
事
を
辞
め
て
神
経

根
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
と
い
う
治
療
に
専
念
し
、
完
治
ま
で
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
生
活
に
支
障
が
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
昨
年
の
４
月
に
左
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
ど
う
し
て

も
足
を
か
ば
う
為
、
腰
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
て
階
段
の
上
り
下
り 

は
も
ち
ろ
ん
横
断
歩
道
も
青
の
間
に
は
渡
り
き
る
こ
と
が
出
来

な
い
く
ら
い
で
し
た
。
色
々
な
病
院
に
行
き
ま
し
た
が
手
術
し

か
な
い
と
言
わ
れ
、
骨
を
削
る
の
は
ど
う
し
て
も
嫌
だ
っ
た
の
で

拒
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
の
事
を
家
族
に
話
し
た
と
こ
ろ
兄
の
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
（加
古
川
市
）で
骨
を
削
ら
な
く
て
も
い
い
治
療
法
が
あ

る
言
う
こ
と
で
直
ぐ
に
そ
の
病
院
に
行
き
ま
し
た
。 

そ
の
治
療
法
と
は
「「
脊脊
髄髄
刺刺
激激
療療
法法
」」
で
す 

背
中
に
リ
ー
ド
（
刺
激
電
極
）
を
入
れ
お
腹
に
神
経
刺
激
装

置
（
電
気
回
路
と
電
池
が
内
蔵
）
を
目
立
た
な
い
部
分
に
植
え

込
み
し
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
等
を
作
っ
て
い
る
会
社
が
こ
の

機
械
も
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
最
初
は
、
植
え
込
み
？
と
も

思
い
ま
し
が
こ
の
痛
み
に
は
も
う
耐
え
き
れ
な
い
状
態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
直
ぐ
に
で
も
お
願
い
し
ま
す
と
、
た
め
ら
う
事
な
く
言
い
ま 

 
 
 
 
 

 

し
た
。 

今
年
３
月
に
入
院
・
手
術
を
い
た

し
ま
し
た
。
１
週
間
で
退
院
し
、
次

の
日
か
ら
仕
事
に
出
ま
し
た
。
お
腹

の
装
置
は
少
し
違
和
感
が
あ
り
ま

し
た
が
、
階
段
の
上
り
下
り
、
信
号

も
渡
り
き
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
三
ヶ
月
検
診

で
は
、
先
生
も
驚
く
ほ
ど
の
体
力
が 

 
戻
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

今
で
は
プ
ー
ル
に
も
通
い
支
障
の 

な
い
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
治
療
法
は
、
ま
だ
あ
ま
り 

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
の
で 

今
回
は
こ
の
お
話
し
を
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。 
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